
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による分かりやすい授業実践
を通し、自分の考えを友達に伝えること
ができる児童の育成

○「授業がわかりやすい」と答える児童
の割合を８０％以上にする。
○「自分の考えを友達に伝えることでき
る。」と答える児童の割合を８０％以上に
する。

・学習過程の中に自分の考えを書く活動
を意図的に設定し、グループや全体で
交流する中で考える力や説明する力を
育てる。

・ ・ ・

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○年3回以上の人権や平和に関する学
習活動や体験活動を実施する。

・ふれあい道徳（授業公開）を年１回実施す
る。
・人権学習や平和学習を行い、人権・同和教
育や平和教育の推進を図る。
・コミュニティと連携し体験活動を充実させ

・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止（いじめの定義、いじめの
防止等の取組、事案対処等）について
組織対応ができていると回答した教員９
０％以上

・気になる子の連絡会を中心に問題行動やいじ
め等について共通認識・共通理解のもと組織的
に対応にあたる。
・QU結果の分析活用、心のアンケートの実施や
いじめの対応についての研修・会議を実施する。

・ ・ ・

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
90％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
以上

・児童に将来の夢や目標を持たせるた
めの体験活動や授業を実施する。
・学習や体験活動で、児童に活動のめ
あてや見通し、学びのふり返りを行う活
動を仕組む。
・体験活動後キャリアパスポートを活用
し、成長を実感させる。

・ ・ ・

◎自己肯定感や自己有用感を育む教育
活動。

・自己肯定感や自己有用感を実感して
いる児童８０％以上。

「ほめることから始める」を合言葉に学校
生活のあらゆる場面で児童の善行や成
長を褒めていく。

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○特別支援教育に対する全職員の意識
や技能の向上

○校内研修を通して、特別支援教育に
関する知識や技能が向上した教員を９
０％以上にする。

・専門機関と連携して職員研修を行う。
・個別の支援計画を作成し、個に応じた支援指導を行
い、必要に応じてケース会議を行い共通理解を図る。
・支援学級の授業を参観し、専門的スキルを学ぶ。

・ ・ ・

○安全対策

○危機回避能力の向上
〇危機管理及び安全対策の強化

○防犯ブザー所持率100％、自転車のヘルメット
の着用率100％。
〇危険状況や安全対策に対する理解を深め緊
急の場合自分はどうしたらよいかわかる児童
90％

・防犯ブザー所持点検を毎月行い、自転車については
保護者への啓発や交通安全教室等を実施して徹底を
図る。
・避難訓練において事前・事後指導を確実に行い、危
険予知能力の向上をめざす。
・PTA・交通指導員と連携を図る。

・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育
・
・ 11５　総合評価・

　　次年度への展望

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・共通実践として学習過程の中に書く活動・交流する場面を取り入れ、児童が生き生きと表現し学ぶ意欲を高める授業づくりに継続して取り組む必要がある。
・いじめの未然防止・早期発見・早期対応のための取組の充実や組織的対応の一層の充実を図る必要がある。また、夢や希望・思いやりの心など豊かな心を育む児童支援及び学級経営を継続して行う。
・各種行事の見直しを含む業務内容の改善、情報の共有化、協同性の推進を図りながら職員の意識改革を進め、働きがいのある職場づくりをめざすことで、業務効率化を進める。

２　学校教育目標 笑顔いっぱい、生き生きと学び合う蛍っ子の育成

３　本年度の重点目標
①　学び続ける子どもの育成  ( ⑴ 生き生きと表現し、わかる授業の工夫　　⑵ 読書教育の充実　　⑶ 望ましい学習習慣と学習態度り育成 )
②　思いやりのある子どもの育成  ( ⑴ 当たり前のことが当たり前にできるようにする指導の徹底　　⑵ 自分や相手の良さを認め合う心の育成　　⑶ 自主的・自発的な態度の伸長　　⑷ 特別支援教育の充実 )
③　たくましい子どもの育成  ( ⑴ 運動習慣の推進　　⑵ 健康的な生活習慣の定着　　⑶ 食育の推進　　⑷ 危機回避能力の向上 )

学校名 嬉野市立大草野小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」
❹「安全に関する資質・能力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒を
６０％以上にする。
②健康的な生活習慣の定着のために
「早寝早起き朝ご飯」を推奨する。
❸「健康に良い食事をしている」児童８
０％以上
❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る

・一日６０分以上運動やスポーツができる
ように昼休み時間はできるだけ体を動かす
ように体育委員会が中心に児童に呼びか
けを行う。
・「蛍っこカード」を通して年に2回取り組
む。
・学校栄養士による月1回の食育の授業や
給食便りや毎日の給食時間の健康委員会
による放送などを通して、食の大切さを知
らせる。
・交通指導員の方と連携して、1年生の交
通安全教室や3年生の自転車指導を年1
回行う。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
○少なくとも週１日以上は概ね定時に退
勤したと答える職員を８０％以上にする。

・定時退勤日、定時退勤推進日、強化日等の徹
底及び、マイ定時退勤日の設定、掲示による全
職員での取組と意識改革。
・職員の勤務時間把握、業務内容把握と改善の
ための働きかけ。
・各プロジェクト部長を中心として、コンパクトな行
事運営を念頭においた取組の提案と実践。

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


